
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ２ 年 ８ 月 ７ 日
司 会： 千 田俊 昭
奏楽：千田祥子

黙 祷 一 同

讃 美※ 讃 美 歌 1 6 6 「 イ ェ ス き み は 」 一 同

主の祈り※ （ 聖 歌表 扉 また は 讃 美歌 564番 をご 覧 くだ さ い）

讃 美 讃 美 歌 2 1 7 「 あ ま つ 真 清 水 」 一 同

聖書朗読 Ⅱテサロニケ1:1-6

奨 励 第二テサロニケ書の福音(第1回) 牧 師

主 題 「信仰の成長」

讃 美 讃 美 歌 2 7 0 「 信 仰 こ そ 旅 路 を 」 一 同

献 金 献金と感謝の祈り

聖 餐

頌 栄※ 讃 美 歌 541「 父 、 御 子 、 御 霊 の 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週の箇所 テサロニケ人への第二の手紙 1:7-12
※ 印 のと こ ろで は 御起 立 下 さい 。

☆ はじめて集 会においでの皆様 。心から喜び、感謝 してお迎え申しあ げます。
しかし、初めての 方に無理な勧誘を するようなことは、 一切いたしませ ん。
むしろ、そ っとしておきたい と思うわけです。そ の態度を冷淡や不 親切と
誤解なさら ないで下さい。

☆ 私たちは何 派にも属さないク リスチャン個人の自 由な交わりの教会 です。
聖書を学び 、キリストに信頼 し、キリストが与え てくださる神の義 を何より
大事にし、 信じる者同志が兄 弟姉妹として受け入 れ合う群れです。

☆ 献金は神へ の感謝として、各 自が自由意志で行う ものです（２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入り口に献 金箱がありますの で、どうぞご利用下 さい。

☆ キリスト教 について、あるい はどんな質問でも、 いつでも遠慮なく 牧師に
ご相談下さ い。

☆ 第二礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご自由にお 召し上がり下さい 。

☆ 二階に教会 図書がありますの で、どうぞご利用下 さい。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
８ /７ (日 )聖 日 礼 拝

/８ (月 )
/９ (火 )
/10(水 )
/11(木 )山 の 日
/12(金 )
/13(土 )

《 祈 り の 課 題 》
① コ ロ ナ 禍 の 速 や か な 終 息 の た め に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち が 救 わ れ ま す よ う に

良書ハイライト 「 キ リ ス ト 教 は何 の役に立つの か 」
（飯島正久著 「 罪 の問題 」 p . 1 7以 下 ） よ り

キ リ ス ト 教 の 実 効 を 求 め る 人 々 と 共 に 、 ひ と つ 考 え て み た い こ と が あ り ま

す 。 それは 、 キ リス ト教はいったい何の役に立つのか 、立てるのか 、 立 つ べ き な

の か 、 と い う 問 題 です 。

… キ リス ト教が実際生活の諸問題に対して 、何の役にも立たず 、何の 解 決 を

も も た ら さ な い と は 申 し ま せ ん 。 と い う よ り 、 キ リ ス ト 教 の 信 仰 が 本 当 の 意味

に お い て は 、 ぬ き ん で て 実 生 活 上 に 恩 恵 を 及 ぼ す も の で あ る こ と を 、 私 は

誰 よ り も よ く 知 っ て お る つ も り で す 。 た だ 私 が ハ ッ キ リ さ せ て お き た い 事 は 、

そのような恩恵的実効がイエス ・キリストの主目的ではないということなのです。

イ エ ス ・ キ リ ス ト の 使 命 は 、 人 間 す べ て に 、 地 上 的平 和 を与 え て 幸 福 に す

る こ と で は あ り ま せ ん 。 家 内 安 全 ・ 無 事 息 災 ・ 商 売 繁 盛 ・ 国 家 安 泰 ・ 誓 願 成

就 ・ 受 験 合 格 ・ 難 病 治 癒 ・ 恋 愛 成 功 ・ 長 寿 喜 楽 な ど な ど を 人 類 に も た ら す

神様 と し て 、 イ エ ス ・ キ リ ス ト は わ ざわ ざ お い で に な っ た の で は な い ので す 。

これ まで私は二つのこ と を区別すべき事をお話 し いた し ま し た 。 す な わ ち 、

「 罪 の 結果 」 か ら の 救 い と 、 「 罪 そ の も の 」 か ら の 救 い で あ り ま す 。

私 ど も は 、 と か く 罪 の 結 果 で あ る 一 問 題 の 解 決 を も っ て 、 救 い で あ る と

大 喜 び し 、 そ れ で 終 わ っ て し ま い が ち な の で す 。 し か し 、 罪 の 結 果 は 人 の 世

に 数 え 切 れ ぬ ほ ど 多 く あ り ま す 。 人 の 生 涯 に 見 ら れ る 多 く の ト ラ ブ ル は 、 そ

の ほ と ん ど が罪 の結果で あ り ま す 。

… ま ことの神に対面するとき 、私は初めて気づ くのです 。神に対する 冷 淡 、

神 に 対 す る 不 信 、 神 に 対 す る 軽 蔑 、 神 に 対 す る ふ ま じ め さ 、 神 に 対 す る 無
知 、 神 に 対 す る 反 抗 、 神 に 対 す る 恨 み と 裏 切 り 、 傲 慢 、 な ど な ど － － す べ
てがわ が罪であ り 、 人 間 の本 質 に関わ る 致命的 な欠損で す 。
神 の 子 で あ り な が ら 、 父 の 神 を 捨て て い る 現実 か ら 派生 し て く る あ ら ゆ る

苦 悩 、 不 自 由 、 あ つ れ き 、 悲 惨 が 私達 を 埋 め 尽 く し て い ま す 。 罪 の 結 果 と は
そ の こ と で す 。


